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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】フラッシュランプの光が眼に入ってしまうリス
クを低減することが可能な光照射型美容装置を提供する
こと。
【解決手段】光照射型美容装置１が本体と、本体に装着
された場合に前記電源供給部から電流を受ける第１の接
続電極１１６、該第１の接続電極が受けた電流をユーザ
の肌面に供給する第１の供給電極、及び、前記肌面に第
１の光を照射する第１の発光素子を有する第１の美容ア
タッチメント３００と、前記第１の美容アタッチメント
と着脱可能に構成され、前記第１の美容アタッチメント
に装着された場合に前記第１の供給電極と接触して電流
を受ける第２の接続電極、該第２の接続電極が受けた電
流に基づいて前記肌面に電流及びまたは第２の光を供給
する刺激付与部、及び、前記第１の発光素子の光を遮光
して前記肌面上の前記光の照射面積を縮小させる遮光窓
を有する第２の美容アタッチメント４００とを具備する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源供給部及び把持部を有する本体と、 
　前記本体と着脱可能に構成され、前記本体に装着された場合に前記電源供給部から電流
を受ける第１の接続電極、該第１の接続電極が受けた電流をユーザの肌面に供給する第１
の供給電極、及び、前記肌面に第１の光を照射する第１の発光素子を有する第１の美容ア
タッチメントと、 
　前記第１の美容アタッチメントと着脱可能に構成され、前記第１の美容アタッチメント
に装着された場合に前記第１の供給電極と接触して電流を受ける第２の接続電極、該第２
の接続電極が受けた電流に基づいて前記肌面に電流及びまたは第２の光を供給する刺激付
与部、及び、前記第１の発光素子の光を遮光して前記肌面上の前記光の照射面積を縮小さ
せる遮光窓を有する第２の美容アタッチメントと 
を具備する光照射型美容装置。
【請求項２】
　前記刺激付与部が、前記第２の接続電極が受けた電流を前記肌面に供給する第２の供給
電極及びまたは前記第２の光を照射する第２の発光素子を有することを特徴とする請求項
１に記載の光照射型美容装置。
【請求項３】
　前記第１の美容アタッチメントが、前記発光素子が配設される開口、前記開口内の照度
を検出する照度センサ、及び、前記照度センサが検出した照度に対応して前記発光素子の
発光を制御する第１の発光制御部
　をさらに具備することを特徴とする請求項１または２に記載の光照射型美容装置。
【請求項４】
　前記開口は矩形形状を有し、前記第１の供給電極は、前記開口の隅部に沿って配設され
ることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の光照射型美容装置。
【請求項５】
　前記本体または前記第１の美容アタッチメントと着脱自在構成され、前記ユーザの肌面
の熱を吸熱する吸熱部材を備える第３の美容アタッチメントをさらに具備することを特徴
とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の光照射型美容装置。
【請求項６】
　前記吸熱部材が、ペルチェ素子、保冷剤、金属のうちの少なくとも一つであることを特
徴とする請求項５に記載の光照射型美容装置。
【請求項７】
　前記第１の美容アタッチメントが、第３の光を前記肌面に照射する第３の発光素子をさ
らに有することを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載の光照射型美容装置
。
【請求項８】
　前記本体が、前記肌面上の体毛を除去するためのシェーバーをさらに有することを特徴
とする請求項１ないし７のいずれか１項に記載の光照射型美容装置。
【請求項９】
　前記第１の発光素子は、キセノンランプ、ハロゲンランプ、ＬＥＤランプいずれかであ
ることを特徴とする請求項１ないし８のいずれか１項に記載の光照射型美容装置。
【請求項１０】
　前記ユーザの肌面の通電状態を検知する検知部と、
　前記検知部が検知した前記ユーザの肌面の通電状態に対応して前記第１の発光素子の発
光を制御する第２の発光制御部と
　をさらに具備することを特徴とする請求項１ないし９のいずれか１項に記載の光照射型
美容装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、光照射型美容装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ユーザの体毛を切りそろえたり焼いたりする処理（除毛処理）を行うために
、剃毛用の刃部及び体毛に光を照射するフラッシュランプを備える光照射型美容装置が知
られている（例えば、特許文献１参照）。
　この光照射型美容装置では、刃部によって切りそろえられた体毛に対してフラッシュラ
ンプの光を照射してこの体毛の毛根にダメージを与えることによって、体毛が再び生えそ
ろうスピードを抑制することが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２-２３９８７４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ユーザが、除毛処理を行いたいと所望する場所は、手や足や顔など多岐にわたる。手や
足の体毛に対して除毛処理を行う場合には、広範囲の体毛に対してフラッシュランプの光
を照射することによって除毛処理の効率を上げることができる。しかしながら、顔の産毛
に対して除毛処理を行うときには、広範囲の産毛に対してフラッシュランプの光を照射す
ることによって、フラッシュランプの光が眼に入ってしまう怖れがある。
　本発明は、上記した事情に鑑みてなされたものであり、フラッシュランプの光が眼に入
ってしまうリスクを容易に低減することが可能な光照射型美容装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施形態の光照射型美容装置は、電源供給部及び把持部を有する本体と、前記
本体と着脱可能に構成され、前記本体に装着された場合に前記電源供給部から電流を受け
る第１の接続電極、該第１の接続電極が受けた電流をユーザの肌面に供給する第１の供給
電極、及び、前記肌面に第１の光を照射する第１の発光素子を有する第１の美容アタッチ
メントと、前記第１の美容アタッチメントと着脱可能に構成され、前記第１の美容アタッ
チメントに装着された場合に前記第１の供給電極と接触して電流を受ける第２の接続電極
、該第２の接続電極が受けた電流に基づいて前記肌面に電流及びまたは第２の光を供給す
る刺激付与部、及び、前記第１の発光素子の光を遮光して前記肌面上の前記光の照射面積
を縮小させる遮光窓を有する第２の美容アタッチメントとを具備する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の光照射型美容装置によれば、フラッシュランプの光が眼に入ってしまうリスク
を容易に低減することが可能な光照射型美容装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】光照射型美容装置１の概略図である。
【図２Ａ】ボディ用アタッチメント３００の斜視図である。
【図２Ｂ】ボディ用アタッチメント３００の断面図である。
【図３Ａ】フェイス用アタッチメント４００の斜視図である。
【図３Ｂ】フェイス用アタッチメント４００を後ろ側から見た平面図である。
【図３Ｃ】フェイス用アタッチメント４００の断面図である。
【図４】光照射型美容装置１の機能ブロック図である。
【図５】光照射型美容装置２の機能ブロック図である。
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【図６】冷却アタッチメント５００を示す斜視図である。
【図７Ａ】冷却アタッチメント６００を示す斜視図である。
【図７Ｂ】冷却アタッチメント６００の一部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
［第１の実施形態］
　以下、第１の実施形態を図に基づき説明する。図１は、光照射型美容装置１の概略図で
ある。
（光照射型美容装置１について）
　図１に示すように第１の実施形態の光照射型美容装置１は、美容プローブ１００、収容
筐体２００、ボディ用アタッチメント３００及びフェイス用アタッチメント４００、保護
ケーブル部１５０を具備する。
【０００９】
　光照射型美容装置１は、美容プローブ１００に装着されたボディ用アタッチメント３０
０やこのボディ用アタッチメント３００に装着されたフェイス用アタッチメント４００に
よってユーザの顔や手や足や腹などに高輝度の光を供給したり高周波電流を流したりして
、体毛の成長や再生を抑制する装置である。
【００１０】
（収容筐体２００について）
　収容筐体２００は、筐体２１０、メインスイッチ２１１、給電ケーブル接続部２１２、
メイン基板２１４及びケーブル部２１６を備える。
　筐体２１０は、ＡＢＳ樹脂などのエンジニアリングプラスチックを射出成形することに
よって形成されている。筐体２１０は、上面に美容プローブ１００を載置収納する収容部
を有することが望ましい。
【００１１】
　給電ケーブル接続部２１２は、図示はしないケーブルにより家庭用コンセントと接続さ
れる。したがって給電ケーブル接続部２１２によって商用電源から電力を得ることができ
る。給電ケーブル接続部２１２から得られた電力は、メイン基板２１４に供給される。
　メインスイッチ２１１は、給電ケーブル接続部２１２とメイン基板２１４との間に配設
される。メインスイッチ２１１は、メイン基板２１４への商用電源からの給電をＯＮ・Ｏ
ＦＦする。
【００１２】
　メイン基板２１４は、ユーザの肌面に供給される光の発光を制御する第１の発光制御部
である。メイン基板２１４は、回路素子２１４ａ（例えば、ＩＣチップ、抵抗素子、コン
デンサ、コイル素子など）とこれらを電気的に接続する配線によって形成される電子回路
２２０を有している。
　メイン基板２１４は、商用電源から得られた電圧を昇圧したり降圧したりして、美容プ
ローブ１００に供給するための電源装置としての機能を有する。
【００１３】
　メイン基板２１４の電子回路２２０は、ケーブル部２１６を介して美容プローブ１００
と接続されている。保護ケーブル部１５０は、ケーブル部２１６が外から加わる力によっ
て断線してしまうことを防止するための保護部材である。
　以上のように構成された収容筐体２００では、メイン基板２１４の電子回路２２０が、
ケーブル部２１６を介して美容プローブ１００、ボディ用アタッチメント３００及びフェ
イス用アタッチメント４００の駆動を制御する。
【００１４】
（美容プローブ１００について）
　美容プローブ１００は、主要なユーザである成人女性が、片手で持ちやすいように形成
されたハンディタイプの装置である。美容プローブ１００は、電源供給部及び把持部を有
する本体である。美容プローブ１００にはボディ用アタッチメント３００が着脱自在に取
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り付けられる。
　美容プローブ１００は、筐体１１０、剃毛部１１２、電源供給コネクタ１１６、信号線
接続コネクタ１１８、冷却ファン１２０、スイッチ１２２及びこれらを制御する基板１３
０を備える。
【００１５】
　筐体１１０は、使用者が片手で持ちやすいように角部を丸めた縦長の直方体形状に形成
されている。筐体１１０は、ＡＢＳ樹脂などのエンジニアリングプラスチックを射出成形
することによって形成されている。このため筐体１１０を軽量化することができる。
　筐体１１０は、背面部１１０ａ、下面部１１０ｂ、上面部１１０ｃ及び正面部１１０ｄ
を備える。
【００１６】
　背面部１１０ａには、スイッチ１２２が配設される。背面部１１０ａに配設されたスイ
ッチ１２２をユーザがＯＮ・ＯＦＦ操作することによって、美容プローブ１００に装着さ
れたボディ用アタッチメント３００から光が照射される。また、スイッチ１２２によって
、剃毛部１１２の駆動のＯＮ・ＯＦＦを制御することもできる。
下面部１１０ｂには、保護ケーブル部１５０によって保護されたケーブル部２１６が配設
される。正面部１１０ｄには、剃毛部収納口１１０e及びアタッチメント装着部１１１が
形成される。
【００１７】
　剃毛収納口１１０ｅには、剃毛部１１２が収容される。剃毛収納口１１０ｅの奥側には
、排気孔１１０ｆが配設される。
　排気孔１１０ｆは、剃毛収納口１１０ｅから筐体１１０の内部にかけて貫通するように
設けられた多数の孔である。排気孔１１０ｆからは、冷却ファン１２０の駆動によって流
れた筐体１１０内の空気が排気される（図中のＡｉｒ２参照）。
【００１８】
　剃毛部１１２は、本体部１１２ａ、剃毛刃１１２ｂ、振動モータ１１２ｃ、ヒンジ部１
１２ｄを備える。
剃毛部１１２は、剃毛刃１１２ｂに当接した体毛を振動モータ１１２ｃによる振動を利用
して剃ることが可能な小型の電気シェーバーである。剃毛刃１１２ｂは、取り換え自在で
あることが望ましい。振動モータ１１２ｃは、導線１１２ｅによって基板１３０と電気的
に接続される。
　本体部１１２ａは、剃毛刃１１２ｂ及び振動モータ１１２ｃを保持する筐体である。本
体部１１２ａは、筐体１１０内部に固定されたヒンジ部１１２ｄを軸として、保持した剃
毛刃１１２ｂ及び振動モータ１１２ｃとともに剃毛収納口１１０ｅからアタッチメント装
着部１１１の縁部まで回動（図１中のＳ１参照）するように筐体１１０に配設される。ア
タッチメント装着部１１１の縁部まで回動した本体部１１２ａは、例えばここでは図示を
省略したばねや引っ掛け爪により、姿勢が保持される。
【００１９】
　アタッチメント装着部１１１は、剃毛収納口１１０ｅの上方に配設された開口である。
アタッチメント装着部１１１は、筐体１１０の外側面から筐体１１０の内部にかけて凹ん
でいる。アタッチメント装着部１１１は、ボディ用アタッチメント３００の外形と対応す
る形状を有する。アタッチメント装着部１１１は、ボディ用アタッチメント３００の外形
寸法よりもわずかに大きな寸法を有する。したがって、アタッチメント装着部１１１に、
ボディ用アタッチメント３００を着脱自在に取り付けることができる。
【００２０】
　アタッチメント装着部１１１は、壁面部１１１ａ及び底面部１１１ｂを有する。
　壁面部１１１ａの所定の箇所には、底面部１１１ｂを挟んで互いに対向するように設け
られた一対の係止突起１１１ｃが配設される（図１では、一対の内の片側の一対の係止突
起１１１ｃのみを図示している）。底面部１１１ｂには、複数の通風孔１１１ｄ、電源供
給コネクタ１１６及び信号線接続コネクタ１１８が配設される。
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　一対の係止突起１１１ｃは、アタッチメント装着部１１１に装着されたボディ用アタッ
チメント３００がアタッチメント装着部１１１から脱落してしまうことを防止するための
係止部である。一対の係止突起１１１ｃは、例えばゴムなどの弾性体で形成することが望
ましい。一対の係止突起１１１ｃを弾性体で形成することにより、ボディ用アタッチメン
ト３００のアタッチメント装着部１１１に対する装着または取り外しが容易になる。
【００２１】
　一対の係止突起１１１ｃは、壁面部１１１ａの所定の箇所から底面部１１１ｂを挟んだ
反対側の壁面部１１１ａに向かって突き出るように設けられる。
　複数の通風孔１１１ｄは、底面部１１１ｂの略中央に形成された密集する孔である。複
数の通風孔１１１ｄは、底面部１１１ｂの表面（筐体１１０の正面部１１０ｄ側の面）か
ら裏面（筐体１１０の背面部１１０ａ側の面）にかけて貫通するように形成されている。
【００２２】
　電源供給コネクタ１１６は、ボディ用アタッチメント３００及びまたはフェイス用アタ
ッチメント４００に高周波電圧及びまたは直流電圧を印加するための電源供給部である。
電源供給コネクタ１１６は、複数の導線１１６ａによって基板１３０と電気的に接続され
る。
　信号線接続コネクタ１１８は、ボディ用アタッチメント３００及びまたはフェイス用ア
タッチメント４００に基板１３０からの種々の信号を入力するための接続部である。信号
線接続コネクタ１１８は、導線１１８ａによって基板１３０と電気的に接続される。
【００２３】
　冷却ファン１２０は、ボディ用アタッチメント３００の内部や基板１３０を冷却するた
めの送風機である。冷却ファン１２０には、シロッコファン、ターボファンなどを採用す
ることができる。冷却ファン１２０は、複数の通風孔１１１ｄに密接するように配置され
る。冷却ファン１２０は、アタッチメント装着部１１１に装着されたボディ用アタッチメ
ント３００を介して複数の通風孔１１１ｄから筐体１１０外部の空気を取り込み（図中の
Ａｉｒ１参照）、筐体１１０内部に向けて送風する。
【００２４】
　基板１３０は、回路素子１３０ａ（例えば、ＩＣチップ、抵抗素子、コンデンサ、コイ
ル素子など）とこれらを電気的に接続する配線によって形成される電子回路を有している
。基板１３０は、ケーブル部２１６を介して収容筐体２００と電気的に接続される。基板
１３０には、ケーブル部２１６を介して収容筐体２００から電力が給電される。基板１３
０は、給電された電力を用いて冷却ファン１２０を駆動したり電源供給コネクタ１１６に
対して給電を行ったりする。
【００２５】
（ボディ用アタッチメント３００について）
　次に図２Ａ及び図２Ｂを用いてボディ用アタッチメント３００について詳細に説明する
。図２Ａは、ボディ用アタッチメント３００の斜視図である。図２Ｂは、図２Ａに示すボ
ディ用アタッチメント３００のＡ-Ａ断面を示す断面図である。
　ボディ用アタッチメント３００は、第１の美容アタッチメントである。
　ボディ用アタッチメント３００は、筐体３１０、ＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄ、ＬＥＤ
ユニット３１６Ａ～３１６Ｄ、キセノン管３１８、照度センサ３１９Ａ，３１９Ｂ、リフ
レクタ３２０、マグネット３２１、透過ガラス３２２、サーミスタ３２３、一対の係止溝
３２４、給電部３２６及び信号線コネクタ部３２８を備える。
【００２６】
　筐体３１０は、筐体２１０などと同様に、ＡＢＳ樹脂などのエンジニアリングプラスチ
ックを射出成形することによって筒状に形成される。筐体３１０は、美容プローブ１００
のアタッチメント装着部１１１に装着可能となるように形成される。すなわち、筐体３１
０はアタッチメント装着部１１１と対応する外形寸法を有する。この第１の実施形態では
、筐体３１０は、角部の丸まった略直方体状（略楕円柱形状）に形成されている。
【００２７】
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　筐体３１０は、表面部３１０ａ、側面部３１０ｂ、裏面部３１０ｃを有する。
　表面部３１０ａは、ボディ用アタッチメント３００がアタッチメント装着部１１１に装
着されたときにユーザの肌面と対向する面である。表面部３１０ａの略中央部には、開口
３１１が形成される。
　側面部３１０ｂは、ボディ用アタッチメント３００がアタッチメント装着部１１１に装
着されたときに図１に示すアタッチメント装着部１１１の壁面部１１１ａと接触する。側
面部３１０ｂの所定の箇所には、通風孔３１０ｅ及び一対の係止溝３２４が設けられる。
【００２８】
　通風孔３１０ｅは、側面部３１０ｂの表面（外部に露出する面）から筐体３１０の内部
にかけて貫通するように形成されている。通風孔３１０ｅから外気が筐体３１０内部に流
入する。
　一対の係止溝３２４は、ボディ用アタッチメント３００がアタッチメント装着部１１１
に装着されたときに、図１に示すアタッチメント装着部１１１に配設された一対の係止突
起１１１ｃと係合するように設けられた溝である。係止溝３２４の内の一方は、係止溝３
２４の他方に対して裏面部３１０ｃを挟んだ反対側に位置している。
【００２９】
　一対の係止溝３２４に一対の係止突起１１１ｃの先端部が入り込むことで、ボディ用ア
タッチメント３００がアタッチメント装着部１１１に着脱自在に固定される。
　裏面部３１０ｃは、ボディ用アタッチメント３００がアタッチメント装着部１１１に装
着されたときに底面部１１１ｂと対向する面である。
　裏面部３１０ｃには、通風孔３１０ｆが配設される。通風孔３１０ｆは、裏面部３１０
ｃの略中央に形成された多数の密集する孔である。通風孔３１０ｆは、裏面部３１０ｃの
表面（底面部１１１ｂと接触する面）から裏面（筐体３１０の内部に露出する面）にかけ
て貫通するように形成されている。通風孔３１０ｆによって、通風孔３１０ｅから流入し
た外気が美容プローブ１００内部に排気される。
【００３０】
　ＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄ及びＬＥＤユニット３１６Ａ～３１６Ｄは、開口３１１を
囲うように、それぞれ表面部３１０ａの縁部に配設される。
　ＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄは、ユーザの肌面に電流を供給する第１の供給電極である
。ＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄは銅やアルミニウムなどの金属材料で構成されている。Ｒ
Ｆ電極３１４Ａ～３１４Ｄは、それぞれ開口３１１の角部に沿うように、略Ｌ字状に形成
されている。ＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄは、それぞれ開口３１１の角部に沿うように表
面部３１０ａの角部に配設される。
【００３１】
　ＬＥＤユニット３１６Ａ～３１６Ｄは、ユーザの肌面に第３の光を照射する第３の発光
素子である。ＬＥＤユニット３１６Ａ～３１６Ｄは、それぞれ単体または複数のＬＥＤ素
子や、このＬＥＤ素子に過電流が流れることを防止するための保護抵抗素子などを透明な
樹脂で一つの板状の部材としてパッケージングしたものである。
　ＬＥＤユニット３１６Ａ～３１６Ｄは、それぞれ開口３１１の辺部に沿うように、略長
方形状に形成されている。ＬＥＤユニット３１６Ａ～３１６Ｄは、それぞれＲＦ電極３１
４Ａ～３１４Ｄに挟まれるように配設される。例えば、ＬＥＤユニット３１６Ａは、ＲＦ
電極３１４Ａ及び、ＲＦ電極３１４Ｂの間に挟まれるように配設される。
【００３２】
　キセノン管３１８は、ユーザの肌面に第１の光を照射する第１の発光素子である。キセ
ノン管３１８及びリフレクタ３２０は、隔壁３１０ｇに囲まれた開口３１１内部の空間に
配設される。リフレクタ３２０は、キセノン管３１８から放射された光を開口３１１方向
へ反射する。
　この結果、キセノン管３１８から放射されたほぼすべての光が、開口３１１から外部に
放出される。なお、キセノン管３１８に替えて、ハロゲンランプやＬＥＤランプを備える
ように構成してもよい。
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【００３３】
　照度センサ３１９Ａ，３１９Ｂは、開口３１１近傍のキセノン管３１８の両端側にそれ
ぞれ設けられる。照度センサ３１９Ａ，３１９Ｂは、信号線コネクタ部３２８を介して図
１に示した基板１３０と電気的に接続されている。照度センサ３１９Ａ，３１９Ｂは、フ
ォトダイオードやフォトトランジスタにより構成されている。照度センサ３１９Ａ，３１
９Ｂによって開口３１１内部の照度を検出することができる。開口３１１内部の照度は、
美容プローブ１００にボディ用アタッチメント３００だけが取り付けられた場合と、この
ボディ用アタッチメント３００にフェイス用アタッチメント４００が取り付けられた場合
とで、３０ルクス程度の違いが出る。
【００３４】
　マグネット３２１は、側面部３１０ｂと隔壁３１０ｇとの間に位置する空間に配設され
る。マグネット３２１は、中心部に開口を有するリング型の磁石である。マグネット３２
１は、略中央部に形成された孔部に隔壁３１０ｇの一端部側が嵌め込まれるようにして、
この隔壁３１０ｇの外周面を囲うように設けられる。
【００３５】
　透過ガラス３２２は開口３１１に嵌め込まれるように配設されている。透過ガラス３２
２は、キセノン管３１８の光に含まれる紫外線をカットする機能を有する。透過ガラス３
２２によって、開口３１１内部にユーザが不用意に指などを入れてしまうことを防止する
ことができる。
　サーミスタ３２３は、キセノン管３１８近傍に配置される。サーミスタ３２３は、信号
線コネクタ部３２８を介して図１に示した基板１３０と電気的に接続されている。サーミ
スタ３２３は、キセノン管３１８近傍の雰囲気温度を検出する温度検出センサとして機能
する。
【００３６】
　給電部３２６は、電源供給コネクタ１１６から電流を受け取る第１の接続電極である。
給電部３２６は、ボディ用アタッチメント３００がアタッチメント装着部１１１に装着さ
れたときに図１に示すアタッチメント装着部１１１に配設された電源供給コネクタ１１６
に接続されるように裏面部３１０ｃから外側に突き出するように設けられる。
　ここでは図示は省略したが、給電部３２６は、筐体３１０内部においてＬＥＤユニット
３１６Ａ～３１６ＤのＬＥＤ素子、キセノン管３１８及びＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄと
それぞれ電気的に接続されている。
【００３７】
　給電部３２６には、基板１３０から出力された高周波電圧及びまたは直流電圧がそれぞ
れ印加される。この結果、給電部３２６を介してＬＥＤユニット３１６Ａ～３１６Ｄ、キ
セノン管３１８の駆動に必要な電流及びＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄに供給される電流を
基板１３０から流すことができる。
【００３８】
　信号線コネクタ部３２８は、ボディ用アタッチメント３００がアタッチメント装着部１
１１に装着されたときに図１に示すアタッチメント装着部１１１に配設された信号線接続
コネクタ１１８に接続されるように裏面部３１０ｃから外側に向かって突き出するように
設けられる。
【００３９】
　以上のように構成されたボディ用アタッチメント３００を美容プローブ１００に装着さ
れることによって、ＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄによる高周波電流、キセノン管３１８に
よるフラッシュ、ＬＥＤユニット３１６Ａ～３１６Ｄの光を用いて除毛処理を行うことが
できる。
【００４０】
（フェイス用アタッチメント４００について）
　次に図３Ａないし図３Ｃを用いてフェイス用アタッチメント４００について詳細に説明
する。図３Ａは、フェイス用アタッチメント４００の斜視図である。図３Ｂは、フェイス
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用アタッチメント４００を後ろ側から見た平面図である。図３Ｃは、図３Ａに示すフェイ
ス用アタッチメント４００のＡ-Ａ断面及び図２Ａに示すボディ用アタッチメント３００
のＢ-Ｂ断面を示す断面図である。
【００４１】
　フェイス用アタッチメント４００は、第２の美容アタッチメントである。
　図３Ａ及び図３Ｂに示すように、フェイス用アタッチメント４００は、筐体４１０、電
気接点部４１２Ａ～４１２Ｄ、ＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄ、ＬＥＤユニット４１６Ａ，
４１６Ｂ、透過ガラス４２２及び金属部４２４を備える。
　筐体４１０は、筐体２１０などと同様に、ＡＢＳ樹脂などのエンジニアリングプラスチ
ックを射出成形することによって筒状に形成される。
　筐体４１０は、表面部４１０ａ、側面部４１０ｂ、裏面部４１０ｃ及び光照射通路４１
１ａを有する。
【００４２】
　表面部４１０ａは、フェイス用アタッチメント４００がボディ用アタッチメント３００
に装着されたときにユーザの肌面と対向する。裏面部４１０ｃは、フェイス用アタッチメ
ント４００がボディ用アタッチメント３００に装着されるときにボディ用アタッチメント
３００の表面部３１０ａを覆う。
【００４３】
　光照射通路４１１ａは、遮光窓として機能する。光照射通路４１１ａは、表面部４１０
ａから裏面部４１０ｃにかけて設けられた貫通孔である。光照射通路４１１ａは、筐体４
１０の略中央部に設けられる。光照射通路４１１ａは、表面部４１０ａの略中央部に位置
する開口４１１ｂ及び裏面部４１０ｃの略中央に位置する開口４１１ｃを有する。光照射
通路４１１ａは、裏面部４１０ｃ近傍部から開口４１１ｃに向かって径が拡大する略ベル
型形状を有している（以下、径が拡大し始める部位を拡大部４１１ｄと称す）。すなわち
、図３Ｃに示すように開口４１１ｃの径φ１は、開口４１１ｂの径φ２よりも大きい。
【００４４】
　開口４１１ｃの径φ１は、ボディ用アタッチメント３００の開口３１１の径と対応する
ように形成されている。したがって開口４１１ｂから拡大部４１１ｄまでの径である径φ
２は、開口３１１よりも小さく形成されている。このことにより、開口３１１から照射さ
れたキセノン管３１８は、略すべてが開口４１１ｃに入射するとともに拡大部４１１ｄで
、反射、吸収され、または減衰して、開口４１１ｂから出ていく。結果として、光照射通
路４１１ａによってキセノン管３１８の光を遮光することができる。
【００４５】
　ＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄ及びＬＥＤユニット４１６Ａ，４１６Ｂは、刺激付与部と
して機能する。
　図３Ａに示すように、ＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄ及びＬＥＤユニット４１６Ａ，４１
６Ｂは、開口４１１ｂを囲うように、それぞれ表面部４１０ａに配設される。
　ＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄは、電気接点部４１２Ａ～４１２Ｄが受けた電流をユーザ
の肌面に供給する第２の供給電極である。ＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄは、略円筒形状に
形成されている。ＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄは、ＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄと同様に
銅やアルミニウムなどの金属で構成されている。
　電気接点部４１２Ａ～４１２Ｄは、それぞれＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄと接触して電
流を受ける第２の接続電極である。
　図３Ｂに示すように電気接点部４１２Ａ～４１２Ｄは、ＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄと
同様に銅やアルミニウムなどの金属材料で構成されている。電気接点部４１２Ａ～４１２
Ｄは、ＲＦは、電極３１４Ａ～３１４Ｄと対応するように略Ｌ状に形成されている。
【００４６】
　電気接点部４１２Ａ～４１２Ｄは、裏面部４１０ｃに配設されている。具体的には、電
気接点部４１２Ａ～４１２Ｄはフェイス用アタッチメント４００が、ボディ用アタッチメ
ント３００に装着されたときに、図２Ａに示すＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄとそれぞれ接
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触する裏面部４１０ｃの位置に配設されている。
【００４７】
　つまり電気接点部４１２Ａは、ＲＦ電極３１４Ａと接触する（図３Ｃ参照）。電気接点
部４１２Ｂは、ＲＦ電極３１４Ｂと接触する。電気接点部４１２Ｃは、ＲＦ電極３１４Ｃ
と接触する。電気接点部４１２Ｄは、ＲＦ電極３１４Ｄと接触する（図３Ｃ参照）。
　電気接点部４１２Ａ～４１２Ｄは、筐体４１０内部において、ここでは図示を省略した
導線によって、ＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄ及びＬＥＤユニット４１６Ａ，４１６Ｂとそ
れぞれ電気的に接続される。
【００４８】
　例えば、電気接点部４１２Ａは、ＲＦ電極４１４Ａ及びＬＥＤユニット４１６Ａのアノ
ードと接続される。電気接点部４１２Ｂは、ＲＦ電極４１４Ｂ及びＬＥＤユニット４１６
Ａのカソードと接続される。電気接点部４１２Ｃは、ＲＦ電極４１４Ｃ及びＬＥＤユニッ
ト４１６Ｂのカソードと接続される。電気接点部４１２Ｄは、ＲＦ電極４１４Ｄ及びＬＥ
Ｄユニット４１６Ｂのアノードと接続される。この結果、ＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄ及
びＬＥＤユニット４１６Ａ，４１６Ｂそれぞれにボディ用アタッチメント３００からの電
力を供給することができる。
【００４９】
　ＬＥＤユニット４１６Ａ，４１６Ｂは、ユーザの肌面に第２の光を照射する第２の発光
素子である。ＬＥＤユニット４１６Ａ，４１６Ｂは、ＬＥＤユニット３１６Ａ～３１６Ｄ
と同様に、それぞれ単体または複数のＬＥＤ素子と、このＬＥＤ素子に過電流を防止する
ための保護抵抗素子などを透明な樹脂で一つの板状の部材としてパッケージングしたもの
である。ＬＥＤユニット４１６Ａ，４１６Ｂは、開口４１１ｂの円周形状に対応するよう
にアーチ形状に形成されている。ＬＥＤユニット４１６Ａ，４１６Ｂはそれぞれ開口４１
１ｂに沿って配設される。
【００５０】
　筐体４１０に裏面部４１０ｃから表面部４１０ａにかけて貫通する貫通口を設けて、Ｌ
ＥＤユニット３１６Ａ～３１６Ｄの光をこの貫通口に導光して、表面部４１０ａからＬＥ
Ｄユニット３１６Ａ～３１６Ｄの光を射出するような構成としてもよい。
【００５１】
　透過ガラス４２２は、光照射通路４１１ａの略中間に配設されている。透過ガラス４２
２は、透過ガラス４２２によって、開口４１１ｂの奥にユーザが不用意に指などを入れて
しまうことを防止することができる。透過ガラス４２２には、透過ガラス３２２と同様に
キセノン管３１８の光に含まれる紫外線をカットする機能を備えさせてもさせてもよい。
　金属部４２４は、銅やアルミニウムなどの金属材料で構成されている板部材である。金
属部４２４は、裏面部４１０ｃの外周部の縁部を覆うように配設されている。
【００５２】
　以上のような構成を有するフェイス用アタッチメント４００では、金属部４２４がボデ
ィ用アタッチメント３００に配設されたマグネット３２１に引き寄せられる。このことに
より、フェイス用アタッチメント４００をボディ用アタッチメント３００に対して容易に
着脱することができる。
【００５３】
　フェイス用アタッチメント４００では、光照射通路４１１ａによって遮光したキセノン
管３１８の光をユーザの肌面に供給できる。
　フェイス用アタッチメント４００では、電気接点部４１２Ａ～４１２Ｄとボディ用アタ
ッチメント３００の電極３１４Ａ～３１４Ｄとがそれぞれ接触するので、筐体４１０ｂ内
部で電気接点部４１２Ａ～４１２Ｄと接続されたＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄに対して、
電極３１４Ａ～３１４Ｄから電流を供給することができる。したがって、ＲＦ電極４１４
Ａ～４１４Ｄを使用して、ユーザの肌面に高周波電流を供給することができる。
　さらに、フェイス用アタッチメント４００では、電気接点部４１２Ａ～４１２ＤとＬＥ
Ｄユニット４１６Ａ，４１６Ｂが電気的に接続されているので、ＬＥＤユニット４１６Ａ
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，４１６Ｂに対して、電極３１４Ａ～３１４Ｄから電流を供給することができる。したが
って、ＬＥＤユニット４１６Ａ，４１６Ｂを使用して、ユーザの肌面にＬＥＤの光を供給
することができる。
【００５４】
　以上説明したように光照射型美容装置１では、ボディ用アタッチメント３００を美容プ
ローブ１００の筐体１１０に装着することにより、ＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄによる高
周波電流、キセノン管３１８によるフラッシュ、ＬＥＤユニット３１６Ａ～３１６Ｄの光
を用いて除毛処理を行うことができる。
【００５５】
　そして光照射型美容装置１では、フェイス用アタッチメント４００をボディ用アタッチ
メント３００に容易に取り付けることができる。したがって、ユーザの肌面上でのキセノ
ン管１１８の光の照射範囲をフェイス用アタッチメント４００によって容易に変えること
ができる。フェイス用アタッチメント４００のＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄによる高周波
電流、ＬＥＤユニット４１６Ａ，４１６Ｂの光及び光照射通路４１１ａを通過したキセノ
ン管３１８の光を用いて除毛処理を行うことができる。
　このとき、フェイス用アタッチメント４００の着脱をマグネット３２１によって行うこ
とができるので、光照射通路４１１ａによるキセノン管３１８の光の肌面上の照射範囲を
容易に縮小することができる。したがって、キセノン管３１８の光が眼に不要に入ってし
まうリスクを容易に低減することができる。
【００５６】
　光照射型美容装置１では、ＲＦ電極３１４Ａ～３１４ＤまたはＲＦ電極４１４Ａ～４１
４Ｄによる高周波電流によって、肌面が温められる（所謂プレヒーティング）。この結果
、毛穴が開き、キセノン管３１８の光が効率よく毛根に届くようになる。
　光照射型美容装置１では、ボディ用アタッチメント３００を取り外すことで、剃毛部収
納口１１０eから引き出された剃毛部１１２によって剃毛を行うことができる。すなわち
、光照射型美容装置１では、各アタッチメントを着脱することにより、必要に応じて種々
の除毛作業を行うことができる。
【００５７】
（メイン基板２１４による制御について)
　次に図４を用いて、収容筐体２００のメイン基板２１４による美容プローブ１００及び
ボディ用アタッチメント３００の制御について説明する。
　図４は、メイン基板２１４の電子回路２２０、美容プローブ１００及びボディ用アタッ
チメント３００がそれぞれ備える機能の一部を示す機能ブロック図である。
【００５８】
　図４に示すように美容プローブ１００が備える基板１３０は、スイッチ部１３１、冷却
ファン部１３２、剃毛制御部１３３、トリガ部１３４及びバイパス部１３５を有する。
　スイッチ部１３１は、図１に示すスイッチ１２２と接続される。スイッチ部１３１は、
スイッチ１２２のＯＮ・ＯＦＦを検知することができる。スイッチ部１３１は、スイッチ
１２２のＯＮまたはＯＦＦを示すよう信号を収容筐体２００のメイン基板２１４に出力す
る。
【００５９】
　冷却ファン部１３２は、図１に示す冷却ファン１２０と接続される。冷却ファン部１３
２は、冷却ファン１２０の駆動をＯＮ・ＯＦＦする。
　剃毛制御部１３３は、図１に示す振動モータ１１２ｃを駆動させる。この結果剃毛刃１
１２ｂが振動する。トリガ部１３４は、キセノン管３１８の点灯をＯＮ・ＯＦＦする。
　バイパス部１３５は、ＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄへの高周波電流の供給やＬＥＤユニ
ット３１６Ａ～３１６Ｄの点滅をメイン基板２１４が直接的に制御するためのバイパス回
路である。バイパス部１３５には、信号線接続コネクタ１１８を介してサーミスタ３２３
及び照度センサ３１９Ａ，３１９Ｂが接続される。
【００６０】
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　収容筐体２００が備えるメイン基板２１４は、電圧変換部２２１、ＡＣ制御部２２２、
ＲＦ電圧制御部２２３及びメイン制御部２２５を有する。
　電圧変換部２２１は、商用電源から得られる電力に基づいて、交流電流を整流したり、
電圧を降圧したりしてＡＣ制御部２２２、メイン制御部２２５ｅ及びＲＦ電圧制御部２２
３などに供給する。電圧変換部２２１は、例えば、商用電源から得られる１００Ｖの電圧
を０Ｖ～１２Ｖ程度まで降圧することができる。
【００６１】
　ＡＣ制御部２２２は昇圧整流回路２２２ａ、チャージ回路２２２ｂ及びコンデンサ部２
２２ｃを備える。ＡＣ制御部２２２はキセノン管３１８を点灯させるための点灯回路であ
る。
　昇圧整流回路２２２ａは、商用電源から得られる交流電圧を昇圧する。昇圧整流回路２
２２ａは、昇圧した交流電圧を整流する。昇圧整流回路２２２ａは、交流電圧を整流した
あとに昇圧するような構成であってもよい。
【００６２】
　チャージ回路２２２ｂは、昇圧整流回路２２２ａから出力された電流をコンデンサ部２
２２ｃに出力する充電回路である。コンデンサ部２２２ｃは、昇圧整流回路２２２ａから
出力された電気を蓄積する。コンデンサ部２２２ｃに蓄積された電気がトリガ部１３４の
スイッチ動作によってキセノン管３１８に供給される。
【００６３】
　ＲＦ電圧制御部２２３は、ＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄに印加する１ＭＨｚ程度の高周
波電圧を生成する電圧生成部である。ＲＦ電圧制御部２２３は、電圧変換部２２１から出
力された直流電圧を必要に応じて交流電圧に変換したり、降圧したりする。ＲＦ電圧制御
部２２３が生成した高周波電圧は、バイパス部１３５を介してＲＦ電極３１４Ａ～３１４
Ｄに印加される。この結果、ＲＦ電極３１４Ａ～３１４Ｄがユーザの肌面に接触したとき
、ユーザの肌面に高周波電流が流れる。
【００６４】
　メイン制御部２２５は、スイッチ部２２５ａ、タイマ部２２５ｂ、メモリ部２２５ｃ、
ブザー部２２５ｄ及びこれらを制御する制御部２２５ｅを有する。
　スイッチ部２２５ａは図１に示すメインスイッチ２１１と接続される。タイマ部２２５
ｂは、時間を計時する。タイマ部２２５ｂは、計時した時間を示す情報を制御部２２５ｅ
に出力する。メモリ部２２５ｃにはファームウェアや種々の閾値、変換テーブルなどが予
め記憶されている。
【００６５】
　ブザー部２２５ｄは制御部２２５ｅに制御されて音を発する。
　制御部２２５ｅは、キセノン管３１８を駆動する。具体的には、制御部２２５ｅは、ト
リガ部１３４を制御してコンデンサ部２２２ｃとキセノン管３１８とを電気的に接続させ
る。
【００６６】
　制御部２２５ｅは、バイパス部１３５を介して照度センサ３１９Ａ，３１９Ｂ及びサー
ミスタ３２３と電気的に接続されている。制御部２２５ｅには、照度センサ３１９Ａ，３
１９Ｂから出力される電流が入力される。制御部２２５ｅは、照度センサ３１９Ａから出
力された電流に基づく開口３１１内部の照度（以下、照度１と称す）及び照度センサ３１
９Ｂから出力された電流に基づく開口３１１内部の照度（以下、照度２と称す）をそれぞ
れ算出することができる。
【００６７】
　制御部２２５ｅは、メモリ部２２５ｃに予め保持された変換テーブルと照度センサ３１
９Ａから出力された電流値を用いて開口３１１内部の照度を算出する。
　制御部２２５ｅは、サーミスタ３２３の電気的な抵抗の変化に基づいて、開口３１１内
部の温度を算出することができる。制御部２２５ｅは、メモリ部２２５ｃに予め保持され
た変換テーブルとサーミスタ３２３の抵抗値を用いて開口３１１内部の温度を算出する。



(13) JP 2015-73744 A 2015.4.20

10

20

30

40

50

　制御部２２５ｅは、チャージ回路２２２ｂを介してコンデンサ部２２２ｃの蓄電状態を
検知することができる。
【００６８】
　制御部２２５ｅは、以下の条件（１）～（４）がすべて揃った場合に、キセノン管３１
８を点灯させる。
（１）制御部２２５ｅが算出した照度１及び照度２が共に１０ルクス以下の場合。「１０
ルクス以下の照度」は、ボディ用アタッチメント３００の開口３１１またはフェイス用ア
タッチメント４００の開口４１１ｂがユーザの肌によって塞がれている状態を示している
。
（２）制御部２２５ｅが算出した開口３１１内部の温度がメモリ部２２５ｃに予め保持さ
れた閾値よりも低かった場合。
（３）キセノン管３１８を点灯させるのに必要な分だけの電気がコンデンサ部２２２ｃに
蓄電された場合。
（４）制御部２２５ｅが、スイッチ部１３１から出力されたスイッチ１２２のＯＮを示す
信号を受信した場合。
【００６９】
　制御部２２５ｅは、例えば、上記（１）～（４）の条件を（１）から順にフラグを立て
ていき、すべてのフラグが立ったときにキセノン管３１８を点灯させる。
　制御部２２５ｅは、タイマ部２２５ｃから時間情報を受信する。制御部２２５ｅは、例
えば、メインスイッチ２１１のＯＮ状態が一定時間を超えた場合には、ＲＦ電圧制御部２
２３を制御して、ＲＦ電極３１４Ａ～３１４ＤまたはＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄへの高
周波電圧の供給を停止させることもできる。このことにより、必要以上に高周波電流がユ
ーザの肌に流されることを防止することができる。
【００７０】
　以上説明したようにこの実施形態の光照射型美容装置１によれば、制御部２２５ｅが算
出した照度１及び照度２に基づいて、ボディ用アタッチメント３００の開口３１１または
フェイス用アタッチメント４００の開口４１１ｂが、ユーザの肌によって塞がれている状
態のときのみキセノン管３１８を点灯させるので、開口３１１または開口４１１ｂからキ
セノン管３１８の光が漏れてしまうことを防止することができる。
【００７１】
　光照射型美容装置１によれば、制御部２２５ｅが算出した開口３１１内部の温度が閾値
以下の場合のみキセノン管３１８を点灯させるので、キセノン管３１８が熱によって損傷
してしまうことを防止することができる。
　光照射型美容装置１によれば、キセノン管３１８を点灯させるのに必要な分だけの電気
がコンデンサ部２２２ｃに蓄電された場合のみキセノン管３１８を点灯させるので、コン
デンサ部２２２ｃの過放電を防止したりトリガ部１３４の不要なスイッチング動作を低減
することができる。
【００７２】
　光照射型美容装置１によれば、制御部２２５ｅが、スイッチ部１３１から出力されたス
イッチ１２２のＯＮを示す信号を受信した場合のみキセノン管３１８を点灯させるので、
キセノン管３１８が不必要に発光することを防止することができる。
【００７３】
［第２の実施形態]
　次に、本発明の第２の実施形態の光照射型美容装置２を図５に基づき説明する。図５は
、第２の実施形態の光照射型美容装置２のメイン基板２１４Ａの電子回路２２０Ａ、美容
プローブ１００及びボディ用アタッチメント３００がそれぞれ備える機能の一部を示す機
能ブロック図である。
　なお、図５中において、図４に示した第１の実施形態中の構成要素と同一の構成要素に
ついては、同一の符号を付与し、その説明を省略する。
【００７４】
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　図５に示す第２の実施形態の光照射型美容装置２は、メイン基板２１４Ａを備える。
メイン基板２１４Ａは、ユーザの肌面の電流の通電状態に対応させてキセノン管３１８の
発光のＯＮ・ＯＦＦを制御する第２の発光制御部である。メイン基板２１４Ａはには、図
４に示した電子回路２２０と対応する電子回路２２０Ａが形成される。すなわち、メイン
基板２１４Ａは、図４に示す第１の実施の形態のメイン基板２１４が、制御部２２５ｅと
対応する機能を有する制御部２２５ｆ及び電流検知部２２４をさらに有するように構成さ
れたものである。
【００７５】
　電流検知部２２４は、ＲＦ電圧制御部２２３とバイパス部１３５の間に介在している。
電流検知部２２４は、ＲＦ電極３１４Ａ～３１４ＤまたはＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄと
接触したユーザの肌面に高周波電流が流れているか否を検知することができる。電流検知
部２２４は、ユーザの肌面に高周波電流が流れていることを示す検知信号を制御部２２５
ｆに出力する。例えば電流検知部２２４は、ユーザの肌面に高周波電流が３００ｍＡ以上
流れた場合に、検知信号を制御部２２５ｆに出力する。
【００７６】
（制御部２２５ｆによるキセノン管３１８の点灯制御について）
　制御部２２５ｆは、以下の条件（１）～（５）が揃った場合に、キセノン管３１８を点
灯させる。
（１）制御部２２５ｆが算出した照度１及び照度２が共に１０ルクス以下の場合。
（２）制御部２２５ｆが、が算出した開口３１１内部の温度がメモリ部２２５ｃに予め保
持された閾値よりも低かった場合。
（３）制御部２２５ｆが、電流検知部２２４から検知信号を受信した場合。
（４）キセノン管３１８を点灯させるのに必要な分だけの電気がコンデンサ部２２２ｃに
蓄電された場合。
（５）制御部２２５ｆが、スイッチ部１３１から出力されたスイッチ１２２のＯＮを示す
信号を受信した場合。
【００７７】
　以上のように、この第２の実施形態の光照射型美容装置２では、電流検知部２２４及び
制御部２２５ｆを備えることによって、ＲＦ電極３１４Ａ～３１４ＤまたはＲＦ電極４１
４Ａ～４１４Ｄをタッチセンサーとして機能させることができる。ＲＦ電極３１４Ａ～３
１４ＤまたはＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄをタッチセンサーとして機能させることによっ
て、キセノン管３１８が不必要に点灯してしまうリスクをさらに低減することができる。
【００７８】
［変形例１]
　以上、本発明の第１及び第２の実施形態に係る光照射型美容装置１及び光照射型美容装
置２について説明したが、本発明は上記の実施の形態にのみ限定されるものではなく、そ
の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
　例えば、光照射型美容装置１または光照射型美容装置２は、図６に示すような冷却アタ
ッチメント５００を備えるようにしてもよい。図６は、冷却アタッチメント５００を示す
斜視図である。
　冷却アタッチメント５００は、ユーザの肌面の熱を吸熱する第３の美容アタッチメント
である。
【００７９】
　図６に示すように冷却アタッチメント５００は、図２Ａに示したボディ用アタッチメン
ト３００が備える筐体３１０と対応する筐体５１０、この筐体５１０内部に収容されたペ
ルチェ素子５１２及びユーザの肌面に接触する金属プレート５１４を備える。なお、筐体
５１０は、筐体４１０と対応するように構成することもできる。この場合、筐体５１０に
は、筐体４１０と同様に金属部４２４が配設される。
【００８０】
　金属プレート５１４は、筐体５１０内部においてペルチェ素子５１２の冷温面に接続さ
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れている。この結果、金属プレート５１４はペルチェ素子５１２の熱移動に対応して冷却
される。冷却された状態の金属プレート５１４をユーザの肌面にあてることで、キセノン
管３１８の光やＲＦ電極３１４Ａ～３１４ＤまたはＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄによる高
周波電流によって暖められた肌を冷やすことができる。
【００８１】
［変形例２]
　光照射型美容装置１は、図７Ａ及び図７Ｂに示すように冷却アタッチメント６００を備
えるようにしてもよい。図７Ａは冷却アタッチメント６００を示す斜視図である。図７Ｂ
は冷却アタッチメント６００の一部断面図である。
　冷却アタッチメント６００は、ユーザの肌面の熱を吸熱する第３の美容アタッチメント
である。
【００８２】
　図７Ａ及び７Ｂに示すように冷却アタッチメント６００は、図３Ａに示したフェイス用
アタッチメント４００が備える筐体４１０と対応する筐体６１０を備える。すなわち冷却
アタッチメント６００は、ボディ用アタッチメント３００上に取り付けられる。このとき
、冷却アタッチメント６００は、ボディ用アタッチメント３００が備えるマグネット３２
１によって固定される。なお、筐体６１０は、筐体３１０と対応するように構成すること
もできる。
【００８３】
　冷却アタッチメント６００は、内部に保冷ジェル６１２が充填されたローラ部６１４を
備える。ローラ部６１４は筐体６１０に回転自在に設けられる。冷却アタッチメント６０
０は例えば、普段冷蔵庫に保管しておくことが望ましい。冷却アタッチメント６００によ
れば、冷やされた保冷ジェル６１２によって、キセノン管３１８の光やＲＦ電極３１４Ａ
～３１４ＤまたはＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄによる高周波電流によって暖められた肌を
冷やすことができる。
【００８４】
　また、冷却アタッチメント６００によれば、ローラ部６１４をユーザの肌面上で転動さ
せることによって、マッサージ効果を得ることができる。
　ここでは冷却アタッチメント６００は保冷ジェル６１２を充填したローラ部６１４を備
える構造としたが、保冷ジェル６１２を備えず、ローラ部６１４を金属で形成するように
構成してもよい。
【００８５】
［その他の実施形態]
　本発明の実施形態は上記の実施形態または変形例に限られず拡張、変更が可能であり、
拡張、変更した実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる
　例えば、剃毛部１１２が振動モータ１１２ｃを備えなくともよい。例えば、ＬＥＤユニ
ット３１６Ａ～３１６Ｄが、給電部３２６からではなく、信号線コネクタ部３２８から電
力を供給されるように構成することもできる。
【００８６】
　フェイス用アタッチメント４００からいくつかの構成を削除するようにしてもよい。例
えば、フェイス用アタッチメント４００が、ＲＦ電極４１４Ａ～４１４Ｄを備えない構成
とすることもできる。例えば、フェイス用アタッチメント４００が、ＬＥＤユニット４１
６Ａ，４１６Ｂを備えない構成とすることもできる。
【符号の説明】
【００８７】
１，２…光照射型美容装置、１００…美容プローブ、１１０…筐体、１１１…アタッチメ
ント装着部、１１２…剃毛部、１１６…電源供給コネクタ、１１８…信号線接続コネクタ
、１２０…冷却ファン、１２２…スイッチ、１３０…基板、１３１…スイッチ部、１３２
…冷却ファン部、１３３…剃毛制御部、１３４…トリガ部、１３５…バイパス部、２００
…収容筐体、２１０…筐体、２１１…メインスイッチ、２１２…給電ケーブル接続部、２
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１４…メイン基板、２１６…ケーブル部、２２０…電子回路、２２１…電圧変換部、２２
２…制御部、２２３…電圧制御部、２２４…電流検知部、２２５…メイン制御部、３００
…ボディ用アタッチメント、３１４Ａ～３１４Ｄ…ＲＦ電極、３１６Ａ～３１６Ｄ…ＬＥ
Ｄユニット、４１２Ａ～４１２Ｄ…電気接点部、４１４Ａ～４１４Ｄ…ＲＦ電極、３１０
…筐体、３１１…開口、３１８…キセノン管、３２０…リフレクタ、３２１…マグネット
、３２２…透過ガラス、３２４…係止溝、３２６…給電部、３２８…信号線コネクタ部、
４００…フェイス用アタッチメント、４１０…筐体、４２２…透過ガラス、４２４…金属
部、５００…冷却アタッチメント、５００…保護ケーブル部、５００…ケーブル、５００
…冷却アタッチメント、５１０…筐体、５１２…ペルチェ素子、５１４…金属プレート、
６００…冷却アタッチメント、６１０…筐体、６１２…保冷ジェル、６１４…ローラ部。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図４】 【図５】
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